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氏 名 

 

浅 川 潔 

 

居 住 地 又

は 勤 務 地 

□新潟市内（   区） 

■市外（千葉県・都・道・府） 

専門分野 

○ エリアマネジメント 派 遣 希 望 区

 田園集落づくり制度 

全 区 

○ 地区計画 

○ 建築協定 

○ 景観計画 

○ 景観協定 

○ 緑地協定 

 敷地の共同化 

 市街地再開発事業等 

 土地区画整理事業 

 その他（具体的に記入） 

専
門
分
野
に
関
す
る
実
績
等

分  野 実績，経験等 

地区計画 

 

 

 

 

 

 

 

建築協定 

景観計画 

景観協定 

 

 

 

 

 

・横浜市栄区上郷ﾈｵﾎﾟﾘｽ A 地区上郷ﾈｵﾎﾟﾘｽ BCDE 地区で地区計画合

意形成とガイドライン作成をコーディネート 

・横浜市鳥が丘地区で地区計画を目指したルールづくりをｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ

・浦安市舞浜ローズタウンで地区計画合意形成をコーディネート 

・浦安市美浜 15 自治会地区で地区計画合意形成をコーディネート 

・千葉市稲毛区小仲台地区建築協定から地区計画移行のアドバイス

・千葉市稲毛ﾗｲﾌﾀｳﾝ地区建築協定から地区計画に移行のアドバイス

・浦安市富岡 1・4 丁目地区地区計画合意形成コーディネート 

・佐倉市染井野地区で建築・緑地協定運営委員会申請確認及び監修

・浦安市景観計画協議会委員として浦安市景観計画策定の関わる 

・つくば市ソシエルみどりの景観協定策定業務及び適合確認業務 

・つくばみらい市つなぐ森景観協定策定業務及び適合確認業務 

・印西市エイテスタウン・はじまりのマチの景観協定策定適合確認

・佐倉市染井野 S３景観協定策定と適合確認 

・八王子市結びのまち景観協定策定と適合確認 

・浦安市景観まちづくり啓発事業の企画・講座実施・ＨＰ制作更新

得意とする 

支援内容 

街並みルール合意形成、地域調査のアドバイス、まち歩き 

景観まちづくり講座、ワークショップ、景観協定策定 

備考 

 



アドバイザー等登録シート（閲覧用）② 

まちづくりに関するＰＲ 

良好なまちなみとコミュニケーションがまちの価値を高める 

 
■コミュニケーションの高まりがまちの価値を上げる 

○イベント・住民活動 

 地域の住民がお互い知恵を出し合い、一緒に行動することによりコミュニケーション

が高まります。住民同士が顔見知りになり、助け合い、防犯効果など、安心して暮ら

せるまちとなります。そして帰属意識が高まりまちへの愛着が高まります。 

■住み良い住環境がまちの価値を上げる 
○街のルールづくり 

 地域の住民が同じような環境に対する認識を持つことにより、自分の家だけ良いので

はなく街としてお互い配慮しながらまちなみを形成していくことにより、住み良い住

環境が維持されていきます。 

○緑の景観担保 

 住宅地の緑の位置づけは大変大きい要素のひとつです。建物は経年変化により悪く

なっていきますが、緑は年を追う毎に熟成されていきます。緑の効果は潤いのまち

なみを形成、気温を抑える、防風・防火、生物多様性だけではなくほかにもいろん

な多面的な効果があります。 

 ●新市街地 佐倉そめい野 

  私が建築と緑の街並み指針を作成した佐倉市にある住宅地です。ここでは、建築協

定から移行した地区計画と、緑地協定が結ばれており、道路沿いの植裁帯（高木・

生垣・低灌木・地比類）を共同で管理をして維持しています。1 年に一回街並みセ

ミナーも開催しています。 

平成４年度の千葉街並み景観賞特選・平成 10 年度緑の都市賞建設大臣を受賞。 

 ●景観協定により街並みの資産を担保 

  新しい住宅地において街並みの価値が下がらないように街並みルールを設けて、景

観協定を策定し担保します。景観協定が継続的に運営できるように運営委員会のサ

ポートも行っています。 

●既成市街地 上郷ネオポリス地区 

ここは私がコーディネートして、地区計画素案をまとめました。建築協定が無い地区

で、地区の住環境を維持していきたいために、建築環境検討委員会が発足され、地区

計画を１年半にわたり検討して、素案をまとめました。 

最初は地域の状況を調べ、皆さんでまち歩きや、他地区の見学会をおこない、街の将

来像を考えながら街の方向性について議論もしました。４回の意向調査や意見交換会

等により、より大勢の方の意見を尊重して、ルールづくりをおこないました。さらに

大勢の方にルールの内容や、なぜ必要なのか、検討会で議論をした内容など、建築環

境ニュースを発行して知ってもらえるようにしました。その結果、比較的住環境に対

する意識が低かった地域で意識が高まったことを感じました。 

■まちなみルールの合意形成 
様々な地区のルールづくりの合意形成に関わってきました。合意形成のノウハウは知

識も必要であるが、一番は経験である。それぞれの地区の状況に合わせたプロセスが重

要で、どのように検討会を発足させるかも大切な要因である。 

この街をどのような街にしたいのか考えながら、街のルールを設けていかないと、た

だの制限になってしまいます。街並みルールは、必ずしも法的拘束力がなくても、ガイ

ドラインなど自主ルールでも、あることにより街並みは整ってくると思う。 

答えは一つではなく、住民の意見をくみ取りながら、その街に合ったルールができる

ことが望ましい。 

 


